一 般 競 争 入 札 参 加 者 心 得

　公立学校共済組合が発注する電力供給に係る一般競争入札に参加しようとする者（以下「入札参加者」という。）は、次のことを心得ておいて下さい。なお、不明の点や疑問の点がありましたら、入札事務担当部課（公立学校共済組合道後宿泊所管理課）にお尋ねください。

 （入札に参加できる者）
１　入札に参加する者は、入札説明書の２の入札参加資格の条件を満たす者でなければならない。
 （入札公告の確認）
２　入札参加者は、次の各号に掲げる資料を確認し、入札に参加して下さい。なお、疑義があれば、関係職員にお尋ね下さい。
（1）入札公告
（2）入札説明書
（3）電力供給仕様書
（4）その他資料

 （入札の辞退）
３　入札参加者は、入札書を提出（郵便による入札を指定しているときは投函）するまでは、いつでも入札を辞退することができます。入札参加者が入札を辞退しようとするときは、次の方法により申し出て下さい。
（1）入札執行前においては、なるべく早い時期に、辞退理由を付した入札辞退届を当該入札業務を所管する課へ直接持参または郵送（開札日時までに到達するものに限る。）して下さい。
（2）入札執行中においては、その旨を明記した入札書を入札執行者に提出して下さい。
（3）入札を辞退した者は、これを理由として以後の指名等に不利益な取扱いを受けるものではありません。
（公正な入札の確保）
４　入札は、次の事項に留意して下さい。
（1）入札参加者は、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和２２年法律第５４号）等に抵触する行為を行ってはなりません。

（2）入札参加者は、入札に当たっては、競争を制限する目的で他の入札参加者と入札金額又は入札意思についていかなる相談も行わず、独自に入札金額を定めなければなりません。

（3）入札参加者は、落札者の決定前に他の入札参加者に対して入札金額を意図的に開示してはなりません。
（入札の規律）
５　入札参加者は、次に定める規律を守って下さい。ただし、郵便入札による入札参加者はこの限りではありません。
（1）入札参加者は、１業者１人とする。
（2）入札日時に出席していない入札参加者は、入札に参加できない。
（3）入札参加者は、入札執行者の指示に従わなければならない。
（4）妨害の行為があると認められる者は、入札に参加できない。
（5）入札参加者は、入札室において、私語、名刺交換及び携帯電話の使用をしてはならない。
（入札の中止等）
６　天災その他やむを得ない理由があるとき、または不正の行為を認められる等明らかに競争の実効がないと認められるときは、入札の執行を延期または中止もしくは取り消すことがある。このとき、入札参加者が損失を受けても公立学校共済組合道後宿泊所は賠償の責を負わない。
（入札保証金・契約保証金）
７　入札保証金及び契約保証金は、免除する。
（入札の手続）
８　入札手続きは次のとおりです。
（1）入札参加者は、指定の日時及び場所に本人または代理人が出席し、入札書を封筒に入れて提出して下さい。ただし、郵便による入札をするときは、当該入札書を指定した到着期限までに郵送しなければならない。
（2）代理人が入札しようとするときは、入札開始前に委任状を提出してください。
（3）入札参加者または代理人は、同一の入札において、他の入札参加者の代理人となることはできません。
（4）入札書には、次に掲げる事項を記入し、押印して下さい。
① 入札年月日
② 入札参加者の住所
③ 会社名
④ 代表者役職名
⑤ 代表者氏名（委任を受けた者にあっては、代理人の氏名も併記）
⑥ 件名
⑦ 入札金額
⑧ その他、入札執行者が指示する事項
（5）提出した入札書は、引換え、書換えまたは撤回をすることができない。
（入札金額等の記載要領）
９　入札参加者は、次の要領で入札金額を記載して下さい。
（1） 落札金額は、入札金額に当該入札金額の１００分の１０に相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数を切り捨てた額）とする。従って、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積った契約希望金額の１１０分の１００に相当する金額を入札書に記載する。ただし、単価契約に係る入札等、入札執行者から指示があるときは、この限りでない。
（2） 入札金額は、燃料費調整額及び再生可能エネルギー発電促進賦課金を除く一切の諸経費を含めた契約金額を見積ること。
（3）入札書の金額欄には、アラビア数字を用いること。
（4）入札書に記載した事項を訂正するときは、その箇所に２重線を引き、押印しなければならない。ただし、氏名及び入札金額の訂正は認めない。
（5）入札書と入札内訳書には、入札書に押印する印鑑により「割り印」すること。
　（無効の入札）

10　入札書で、次のようなものは、無効となります。

（1）入札に参加する者に必要な資格のない者が提出した入札書

（2）委任状を提出しない代理人又は復代理人が提出した入札書

（3）記名、押印を欠く入札書

（4）誤字、脱字等により意思が明確でない入札書

（5）入札金額を訂正したもので、その訂正について印を押していない入札書

（6）他人の代理人又は復代理人を兼ねた者や、２人以上の代理人又は復代理人になった者が提出した入札書

（7）公正な価格を害し、又は不正の利益を得るために、明らかに連合したと認められる者が提出した入札書

（8）その他入札に関する条件に違反した入札書

（再度入札）
11　再入札については、次のとおりです。
（1）落札者が決定しないときは、日時を改めて再度の入札を行います。この場合において、当宿泊所は、入札参加者に対して再度の入札を行う旨を直ちに連絡します。
（2）再度入札を行う場合の入札回数は、１回（初回の入札及び再度入札を合わせて２回）とします。
（3）初回の入札において前条各号の規定に該当する入札をした者は、再度入札には参加することができません。
（4）再度入札において、初回の開札の結果、発表した最低入札金額以上の金額で入札をした者は、失格とします。
（5）再度入札によっても落札に至らなかったときには、最低金額を提示した者から順次随意契約の交渉をすることがあります。
（落札者の決定）
12　落札者の決定は、次のとおりです。
（1）予定価格内で最低価格の入札者を落札者とする。
（2）落札者が決定したときは、直ちに口頭で発表する。ただし、郵便入札による入札参加者が落札した場合は、別途電話連絡により通知する。
（3）最低価格が２者以上あるときは、くじによって決定する。郵便入札の場合は、この一般競争入札の事務に関係ない当宿泊所職員がこれに代わってくじを引くものとする。
（契約の締結）
13　契約の締結は、次のとおりです。
（1）契約締結期間の通知を受けた者は、通知を受けた日から、原則として７日以内に契約を締結しなければならない。また、期日までに契約を締結しないときは、落札者は、落札者としての資格を失うものとする。ただし、支配人が特に理由があると認めるときはこの限りではない。
（2）落札決定から締結期限までの間に、電力供給入札説明書の２の入札参加資格の条件を満たしていない者であることが明らかとなった場合、落札決定を取り消し、落札者と契約を締結しないものとする。
（契約書の提出）
14　契約書を作成するときは、落札者は、支配人が指示する契約書に住所、氏名その他必要な事項を記載し、押印の上、関係書類を添えて提出してください。なお、落札者が契約書を提出しないときは、落札の決定を取り消すことがあります。
（異議の申立て）
15　入札参加者は、入札後に、この心得、その他入札条件の不知または内容の不明を理由として、異議を申し立てることはできません。
（不当介入への対応）
16　暴力団、暴力団関係者または暴力団関係者が経営もしくは運営に実質的に関与していると認められる団体、法人等からの不当介入を受けたときは、直ちに公立学校共済組合道後宿泊所に報告し、かつ、警察への届出を行ってください。
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